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所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
百
四
条
に
関
す
る
質
問
主

意
書

財
政
再
建
は
経
済
再
生
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
一
年
法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
百
四
条
の
解
釈
に
つ
い
て
下
記
の
質
問
を
す
る
。

一

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
百
四
条
第
一
項
は
「
政
府
は
、
基
礎

年
金
の
国
庫
負
担
割
合
の
二
分
の
一
へ
の
引
上
げ
の
た
め
の
財
源
措
置
並
び
に
年
金
、
医
療
及
び
介
護
の
社
会
保
障
給
付
並

び
に
少
子
化
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
の
見
通
し
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
二
十
年
度
を
含
む
三
年
以
内
の
景

気
回
復
に
向
け
た
集
中
的
な
取
組
に
よ
り
経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
遅
滞
な
く
、
か
つ
、
段
階
的
に

消
費
税
を
含
む
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
改
革
は
、
二
千
十
年
代
（
平
成
二
十
二
年
か
ら
平
成
三
十
一
年
ま
で
の
期
間
を
い

う
。
）
の
半
ば
ま
で
に
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
確
立
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
も
の
と
す
る
。
」
と
し
て
い
る
が
、
本
条
文

の
解
釈
に
つ
い
て
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。

（
一
）

「
平
成
二
十
年
度
を
含
む
三
年
以
内
」
と
は
具
体
的
に
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
を
指
す
の
か
。
平
成
何
年
何
月
か
ら

一



平
成
何
年
何
月
ま
で
と
具
体
的
に
明
記
さ
れ
た
い
。

（
二
）

「
景
気
回
復
に
向
け
た
集
中
的
な
取
組
」
と
は
何
か
。

（
三
）

「
経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
状
況
を
意
味
す
る
の
か
。
景
気
の
谷
を
越
え
れ
ば

経
済
状
況
好
転
と
言
え
る
の
か
。

（
四
）

菅
総
理
は
二
〇
〇
九
年
十
一
月
に
デ
フ
レ
宣
言
を
し
た
が
、
「
経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
」
に
は
、
デ
フ
レ

脱
却
が
含
ま
れ
る
の
か
。
ま
た
、
デ
フ
レ
は
い
つ
ま
で
に
脱
却
で
き
る
の
か
。

（
五
）

二
月
十
四
日
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
が
内
閣
府
か
ら
公
表
さ
れ
た
が
、
公
表
さ
れ
た
日
本
経
済
の
状
態
は
「
経
済
状
況
の

好
転
」
に
あ
た
る
の
か
。

（
六
）

段
階
的
に
消
費
税
を
含
む
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
こ
と
は
「
経
済
状
況
を
好
転
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
」
と

し
て
い
る
が
、
前
提
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
税
制
改
革
が
景
気
の
二
番
底
に
向
か
う
リ
ス
ク
回
避
の
意
味
が
含

ま
れ
る
か
。

（
七
）

「
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に
必
要
な
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
は
、
「
講
じ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
の
か
、
そ
れ
と
も
努
力
目
標
な
の
か
。
も
し
「
講
じ
な
い
」
場
合
、
罰
則
は
あ
る
の
か
、
そ
の
場
合
の
責
任
は

二



ど
う
な
る
の
か
。

二

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
百
四
条
第
二
項
は
「
前
項
の
改
革
を

具
体
的
に
実
施
す
る
た
め
の
施
行
期
日
等
を
法
制
上
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
景
気
回
復
過
程
の
状
況
、
国
際
経
済
の
動
向

等
を
見
極
め
、
予
期
せ
ざ
る
経
済
変
動
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
と
す
る
も
の
と
し
、
当
該
改
革
は
、
不
断
に
行
政

改
革
を
推
進
す
る
こ
と
及
び
歳
出
の
無
駄
の
排
除
を
徹
底
す
る
こ
と
に
一
段
と
注
力
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
」
と
し

て
い
る
が
、
本
条
文
の
解
釈
に
つ
い
て
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
回
答
さ
れ
た
い
。

（
一
）

「
景
気
回
復
過
程
の
状
況
」
と
は
何
か
。

（
二
）

「
国
際
経
済
の
動
向
」
と
は
何
か
。

（
三
）

「
予
期
せ
ざ
る
経
済
変
動
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
仕
組
み
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
仕
組
み
か
。

（
四
）

「
不
断
に
行
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
及
び
歳
出
の
無
駄
の
排
除
を
徹
底
す
る
こ
と
」
と
は
何
か
。
今
行
っ
て
い

る
こ
と
を
例
示
さ
れ
た
い
。

（
五
）

「
一
段
と
注
力
し
て
」
と
は
何
か
。
何
と
比
べ
て
「
一
段
と
」
な
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


